
第４９回中国地区ソフトテニス選手権大会開催要項（島根県選手用） 

 

１ 主   催   中国地区ソフトテニス連盟 

 

２ 主   管   鳥取県ソフトテニス連盟   

 

３ 後   援  （公財）日本ソフトテニス連盟  西日本ソフトテニス連盟  鳥取市ソフトテニス協会 

 

４ 日   時  【シニア種別】平成２９年５月２０日（土） 午前８時２０分受付開始 ９時開会 

【一般・成年】平成２９年５月２１日（日） 午前８時２０分受付開始 ９時開会 

※いずれも、開会式終了時までに受付しなかったペアは棄権とする。  

 

５ 種   別  一般男子・一般女子・成年男子・成年女子 

          シニア男子４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳・７５歳 

          シニア女子４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳・７５歳 

          （各種別とも申し込み数が、４ペア未満の場合は実施しない。） 

 

６ 会   場  【全種別】 コカ・コーラウエストスポーツパーク庭球場（砂入り人工芝１６面） 

 

７ 参加資格 （１） 出場選手は、二人とも審判等級２級(中学生はジュニア)以上を所持していること。 

（２） 一般男子・一般女子は二人とも技術等級２級以上であること。 

（３） 一般男子・一般女子に学連、高体連及び中体連から次のペア数の出場を認める。 

※学 連：各県４ペア以内、高体連：各県４ペア以内、中体連：各県２ペア以内 

（４） 一般男子・一般女子は年齢制限なし。 

その他の種目の年齢制限については、平成２９年４月１日現在の満年齢とする。 

 

８ 試合方法 （１） 全種別個人戦とする。 

全種別とも予選リーグ・リーグ戦１位トーナメント方式とする。ただし、参加ペア数

により、種別によっては予選リーグを行わずトーナメント方式のみ行う場合もある。 

（２） 競技運営は、（公財）日本ソフトテニス連盟のソフトテニスハンドブックによる。 

（３） 審判は、第１試合は指名選手とするが、リーグ戦では試合の終了した組より 

１名ずつ出て行う。トーナメント戦の場合は敗者審判とする。 

                              

９ 申込方法 （１） 参加申込は１人１種別とする。ただし、シニア種別に参加申込する選手は、２日目の

一般男女・成年男女のいずれかの種別にも参加申込することが出来る。 

（２） 参加申込は、別紙申込書により種別ごとに強い順に記入し、（４）の申込先に参加料

を添えて（振込または現金書留）申し込むこと。 

（３） 他県や学連等の選手と組んで出場する場合の承諾書は必要ありません。 

なお、参加申込は、申込書の区分Ａに記載する選手の所属する県から行うこと。 

区分Ａ・Ｂそれぞれの県から参加申込（二重登録）があった場合は、当該ペアは失格

とする。 

 



（４） 申込先 

≪一般・成年の部≫ 

〒692-0011  安来市安来町 1337-1 安来市民体育館内 

              島根県ソフトテニス連盟  高井 秀明 

               E-mail  yasugi-sta@yasugi-reserve.0ch.biz 

                                 ↑半角数字ゼロ 

        ≪シニアの部≫ 

〒692-0011  安来市安来町 486  

              島根県ソフトテニス連盟  渡部 良 

              E-mail  y-nouki@d6.dion.ne.jp 

 

（５） 参加料振込先  山陰合同銀行 安来支店 （普通）２７７５９１３ 

安来市ソフトテニス連盟 事務局 高井秀明 

 

（６） 申込期限      平成２９年４月 7日（金）必着 

 

10 参加料  １ペア４，０００円（申込みと同時に払い込むこと。参加料のないものは受付けない。） 

        ※（公財）日本ソフトテニス連盟会員制度の未登録者が含まれる場合 １ペア６，０００円 

 

11 その他  （１） 一般男子・一般女子の上位１ペア（優勝ペアのみ）に１０月２０日から群馬県前橋市

で開催される全日本選手権大会への出場権を与える。 

       （２） 選手の変更は、開会式までに「選手変更届」を提出し、承認を受けること。 

（３） ゼッケンは、（公財）日本ソフトテニス連盟指定のものを着用し、必ず四隅を止める

こと。 

（４） 使用球はシニアが「ケンコー」、一般・成年は「赤Ｍ」とする。 

（５） 選手の服装・用具は、（公財）日本ソフトテニス連盟の「ユニフォーム等の着用基準」

によるが、「ウェアに関する特例」として、この大会に限り下記に示すものの着用を

認める。ただし、下記①及び②は公認メーカーのものに限る。 

       ① Ｔシャツ以外のテニスウェア（※ソフトテニス用ではないものの意味） 

       ② 長袖ウェア及び長ズボン 

       ③ 長袖アンダーウェア及びスパッツ、レギンス（※日本連盟の基準では、単色であ

ること、襟元を除きユニフォームから露出しないこと、の指示があるが、この大

会ではその基準は適用しない。なお、公認メーカーのものでなくても着用可能） 

       ④ 部位を保護するサポーター 

（６） 参加選手は、会員登録証及び審判員章（ワッペン）を携行し、審判にあたっては、ワ

ッペンを着用すること。 

（７） 雨天等により大会を中止した場合でも、参加料は返金しない。 

（８） 宿舎は斡旋しないので、各選手で手配すること。 

（９） 各種別とも、大会前日の公開練習はありません。 

（１０） 開会式には、ユニフォームを着用の上、必ず参加すること。 

（１１） 前年度優勝者は、優勝杯を整備し開会式において必ず返還すること。 


